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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年１月１日～平成26年６月30日）におけるわが国経済は、デフレからの確実

な脱却に向けた現政権による各種経済政策の効果などを背景に景気は緩やかに持ち直しているものの、消費税率引

上げに伴う駆け込み需要の反動による弱含みや、海外景気の下振れリスクにより先行不透明な状況で推移いたしま

した。

 このような環境の中、当社グループは、新規リテイナー契約と、既存顧客からのスポット案件獲得に向けて、積

極的に営業活動を行ってまいりました。

 この結果、売上高につきましては、リテイナー、スポット＆オプショナル、ペイドパブリシティの全サービス区

分において前年同四半期を上回りました。特に増加率が高かった分野は、リテイナーにおいては、素材業、宿泊業

及び金融業、スポット＆オプショナルにおいては、医薬品業、運輸業及び自治体・公共機関、ペイドパブリシティ

においては、通信業、情報サービス業及び機械器具他製造業でありました。当社が得意とする自治体・公共機関に

おいては、既存顧客との安定的な取引の継続によって、当第２四半期におきましても売上高に大きく寄与いたしま

した。利益面につきましては、前期に実施した人員整理や事業所の縮小等による固定費の削減の効果が奏功したも

のの、一方で、ＷＥＢ関連業務において受注したプロジェクト案件につき、受注損失引当金を計上することとな

り、損失が利益を超過し、黒字転換することができませんでした。

 国内連結子会社の共和ピー・アール株式会社につきましては、安定顧客は維持したものの、今年に入ってからの

医薬品業界における不祥事の影響を受けイベント等のスポット案件の延期や中止が相次いだため、売上高は前年同

四半期を下回りましたが、販売管理費を抑えることにより、利益面については前年同四半期並となりました。株式

会社マンハッタンピープルにつきましては、ヒット作品や新規案件の受注が売上高に寄与し、前年同四半期を大き

く上回りました。

 海外子会社の共同拓信公関顧問（上海）有限公司については、スポット＆オプショナルにおいて新規案件を想定

以上に受注できたうえ、為替の影響もあり、売上高は前年同四半期を上回る結果で終わることができました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、2,046百万円（前年同四半期比10.9％増）、営業損失５

百万円（前年同四半期は112百万円の営業損失）、経常損失８百万円（前年同四半期は112百万円の経常損失）、四

半期純損失16百万円（前年同四半期は29百万円の四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①財政状態の変動状況

（資 産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,756百万円となり、前連結会計年度末に比べ57百万円増加い

たしました。これは主に、受取手形及び売掛金が124百万円、未成業務支出金が21百万円減少した一方、現金及び

預金が198百万円増加したこと等によるものであります。固定資産は368百万円となり、前連結会計年度末に比べ22

百万円減少いたしました。これは主に、建物及び構築物（純額）が４百万円増加した一方で、敷金及び保証金が26

百万円減少したことによるものであります。 

この結果、総資産は2,125百万円となり、前連結会計年度末に比べ35百万円増加いたしました。 

（負 債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は912百万円となり、前連結会計年度末に比べ119百万円増加いた

しました。これは主に、支払手形及び買掛金が114百万円減少した一方、短期借入金110百万円、賞与引当金64百万

円、受注損失引当金71百万円等の増加によるものであります。固定負債は242百万円となり、前連結会計年度末に

比べ68百万円減少いたしました。これは主に、長期借入金51百万円、退職給付引当金16百万円等が減少したことに

よるものであります。 

この結果、負債合計は1,154百万円となり、前連結会計年度末に比べ51百万円増加いたしました。 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は970百万円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円減少いたし

ました。これは主に、利益剰余金が16百万円減少したことによるものであります

この結果、自己資本比率は45.7％（前連結会計年度末は47.2％）となりました。

②連結キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

205百万円増加し、861百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は134百万円（前年同四半期間は14百万円の収

入）となりました。これは主に、売上債権の増加124百万円、仕入債務の減少114百万円といった資金減少要因があ

った一方で、賞与引当金の増加64百万円、受注損失引当金の増加71百万円といった資金増加要因によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果獲得した資金は14百万円（前年同四半期間は66百万円の収

入）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出13百万円、有形及び無形固定資産の取得による支出８

百万円といった資金減少要因があった一方で、定期預金の払戻による収入20百万円、敷金の回収による収入32百万

円といった資金増加要因によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果獲得した資金は57百万円（前年同四半期間は127百万円の収

入）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出52百万円といった資金減少要因があった一方で、短

期借入金の純増額110百万円といった資金増加要因によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年12月期の業績予想につきましては、現時点において平成26年２月13日に公表した「平成25年12月期 決

算短信」に記載の業績予想から変更はありません。

 なお、業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断した見通しであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により予想数値と異なる場合があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 700,558 898,627 

受取手形及び売掛金 769,880 645,642 

未成業務支出金 135,826 114,349 

繰延税金資産 56,498 69,906 

その他 44,920 36,668 

貸倒引当金 △9,016 △8,784 

流動資産合計 1,698,667 1,756,410 

固定資産    

有形固定資産 102,019 104,988 

無形固定資産 5,785 5,446 

投資その他の資産    

破産更生債権等 180,906 181,956 

その他 283,727 258,421 

貸倒引当金 △180,906 △181,956 

投資その他の資産合計 283,727 258,421 

固定資産合計 391,532 368,856 

資産合計 2,090,200 2,125,266 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 258,038 143,168 

短期借入金 147,000 257,500 

1年内返済予定の長期借入金 104,136 103,336 

未払法人税等 8,004 18,073 

賞与引当金 － 64,518 

受注損失引当金 － 71,500 

その他 275,985 254,345 

流動負債合計 793,164 912,442 

固定負債    

長期借入金 156,774 105,506 

退職給付引当金 120,988 104,687 

役員退職慰労引当金 24,775 25,508 

その他 8,058 6,819 

固定負債合計 310,596 242,521 

負債合計 1,103,760 1,154,963 
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（単位：千円） 

前連結会計年度 
(平成25年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 419,900 419,900 

資本剰余金 360,655 360,655 

利益剰余金 213,920 197,443 

自己株式 △16,058 △16,058 

株主資本合計 978,417 961,939 

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 3,672 3,789 

為替換算調整勘定 4,349 4,574 

その他の包括利益累計額合計 8,022 8,363 

純資産合計 986,439 970,303 

負債純資産合計 2,090,200 2,125,266 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円） 

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
至 平成26年６月30日) 

売上高 1,845,813 2,046,319 

売上原価 727,609 904,087 

売上総利益 1,118,204 1,142,231 

販売費及び一般管理費 1,230,583 1,147,515 

営業損失（△） △112,378 △5,283 

営業外収益 

受取利息 49 85 

受取配当金 347 377 

受取賃貸料 1,605 1,440 

その他 159 149 

営業外収益合計 2,161 2,051 

営業外費用 

支払利息 1,890 3,420 

売上割引 296 190 

為替差損 424 1,990 

その他 10 53 

営業外費用合計 2,620 5,654 

経常損失（△） △112,837 △8,886 

特別利益 

投資有価証券売却益 34,814 － 

役員退職慰労引当金戻入額 29,033 － 

特別利益合計 63,847 － 

税金等調整前四半期純損失（△） △48,990 △8,886 

法人税、住民税及び事業税 1,847 13,422 

法人税等調整額 △20,925 △5,830 

法人税等合計 △19,077 7,591 

四半期純損失（△） △29,912 △16,477 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円） 

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
至 平成26年６月30日) 

四半期純損失（△） △29,912 △16,477 

その他の包括利益 

その他有価証券評価差額金 △7,691 116 

為替換算調整勘定 1,574 225 

その他の包括利益合計 △6,116 341 

四半期包括利益 △36,028 △16,136 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 △36,028 △16,136 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △48,990 △8,886 

減価償却費 6,111 5,588 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 248 817 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 64,535 

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 71,500 

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△は

減少） 
△28,853 △15,567 

受取利息及び受取配当金 △397 △462 

支払利息 1,890 3,420 

投資有価証券売却損益（△は益） △34,814 － 

売上債権の増減額（△は増加） 187,706 124,023 

たな卸資産の増減額（△は増加） △44,705 21,447 

仕入債務の増減額（△は減少） △22,537 △114,797 

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,446 24,174 

その他 8,920 △34,691 

小計 17,132 141,101 

利息及び配当金の受取額 334 462 

利息の支払額 △2,152 △3,511 

法人税等の支払額 △673 △3,520 

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,640 134,533 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 － △13,502 

定期預金の払戻による収入 － 20,546 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,162 △8,351 

会員権の売却による収入 1,500 － 

投資有価証券の取得による支出 △2,657 △2,644 

投資有価証券の売却による収入 69,430 － 

貸付けによる支出 － △5,100 

貸付金の回収による収入 － 91 

敷金及び保証金の差入による支出 △1,095 △2,789 

敷金の回収による収入 1,937 32,269 

保険積立金の積立による支出 － △1,836 

その他 △1,837 △4,610 

投資活動によるキャッシュ・フロー 66,114 14,072 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 45,600 110,500 

長期借入れによる収入 100,000 － 

長期借入金の返済による支出 － △52,068 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △619 △1,239 

自己株式の取得による支出 △16 － 

配当金の支払額 △17,899 △118 

財務活動によるキャッシュ・フロー 127,064 57,073 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,348 △383 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 209,168 205,296 

現金及び現金同等物の期首残高 514,533 655,916 

現金及び現金同等物の四半期末残高 723,701 861,213 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日）

当社グループは、ＰＲ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

当社グループは、ＰＲ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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